
89

「乳幼児の脳を「go/no-go 実験」から分析し，
成人らしい「活発型」へと変化・成長させていく取り組み

白梅学園大学　増田　修治
日本体育大学　野井　真吾（研究協力者）

Ⅰ　はじめに

１，子どもがキレル

　ここ最近，「５歳児の子どもがキレル」という

ことが問題になっている。実際，保育園の年長ク

ラスが崩壊したり，指導が困難になってきている

という話を，現場の先生方から聞くことが多く

なっている。

　また，乳幼児の教育相談を受け持っている「東

京家庭教育研究所」という機関があるが，そのホー

ムページに次のような相談がされていた。

「５歳の長男がすぐキレるので困っています」

　５歳の長男がすぐキレるので困っています。

食事中，嫌いなものを残さないように注意した

とたんに，蹴る，ぶつ，物を投げるといった具

合です。「ばーか」と言われた時には，これが我

が子かと思います。きちんとしてほしいので妥

協せずに躾けるのですが，ああしろこうしろと

叱ることが多いかもしれません。

http://www.kateikyoiku.jp/Q&A/Infants4-6/77.html

　なぜ，子どもがこのようにキレルのだろうか。

そこには，様々な要因が絡み合っていると思われ

るが，その主要な原因は次の三つであると考えて

いる。

　①子どもの脳が最も幼稚な「不活発型」のまま　

成長している。

　②自分の感情をコントロールする場所や空間が

保障されていない。

　③体幹を中心とした身体運動に必要な体作りが

出来ていないため，人の話を聞く体勢がとれ

ず絶えず落ち着かないため，相手の意見をき

ちんととらえて返答する力が育たない。

２，研究の学術的背景

　『子どものからだと心白書　２０１２』（子ども

のからだと心・連絡会議編　ブックハウス・HD

東京）によると，最も幼稚なタイプと考えられて

いる「不活発（そわそわ）型」の出現率を見ると，

１９６９年調査の結果では，６～７歳で，まだ

１～２割程度ずつの存在であったものが，男子の

割合が徐々に増加していき，２００７～２００８年

調査では，７割前後に達している。

　それだけでなく，およそ半数の男子が「不活発

（そわそわ）型」のまま中学校に入学している様

子が，窺い知れた。このタイプの子どもたちは，

集中に必要な大脳新皮質の“興奮”も，気持ちを

抑えるのに必要な大脳新皮質の“抑制”も，十分

強くないために，集中が持続せず，いつも“そわ

そわ”，“キョロキョロ”していて落ち着きがない

という特徴を持っている。

　こうした子どもの特徴が，現在の乳幼児たちに

どのように現れているのか，どのようにしたら成

人らしい「活発型」になっていくのかについて，

明らかにしていきたいと考えた。

３，本研究の目的及び特色と意義

　日本体育大学と板橋区紅梅保育園の協力をえ

て，「go/no-go」実験を実施し，子どもの発達の

様子を分析してみた。その後，じゃれつき遊びや

お散歩，体幹を鍛える動きを遊びの中に取り入れ

ることで，子どもの脳の発達や土踏まずの形成が
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促進されることが明確になってきた。

４，ホルモン分泌について

　子どもの脳の成長にとって，眠りを誘う「メラ

トニン」の分泌は，心地よい眠りにとって貴重で

ある。その「メラトニン」分泌量を計測し，保育

園での生活や家庭での生活リズムをどのようにし

ていくことが必要なのかについて，簡単にこの報

告書で説明したい。

５，本研究で取り組んだこと

　板橋区立紅梅保育園で，１年間の継続研究を実

施した。その際に，次の 3点を柱として研究を進

めてきた。

　①子どもたちの事例をとり，それらを解決する

ための有効的な声がけや働きかけの方法を考

える。

　②「go/no-go」実験を通して子どもの現状を運

動科学的に分析し，その課題克服のための手

立てを考える。（じゃれつき遊び，体幹を鍛

える運動など）

　③メラトニン分泌量を計測することを通して，

子どもの生活実態を把握し，子どもの発達を

促す取り組みを考え，実施する。

Ⅱ　ホルモン分泌から子ども分析を進める

１，「go/no-go 実験」について（１）

　本研究で使用した「go/no-go 実験」について

の詳細を，ここで述べておきたい。

（１）「go/no-go 実験」とは？

　①高次神経活動，すなわち人間の大脳新皮質の

働きを観察する検査法の 1 つである。

　②この実験の go 課題時には，小脳，大脳基底

核，運動野の活動が，no-go 課題時には，そ

れらの活動に加えて前頭前野の活動が，それ

ぞれ亢進する様子を観察する。

　③この実験は，高次神経活動の３つの特性，すな

わち，興奮過程と抑制過程の強さの程度，平衡

性の程度，易動性の程度などが測定できる。

この測定の際には，下の写真のように，それぞれ

が機械を装着する。

　その後，

①赤ランプがついた時にゴム球を握る

②黄色にも光るようにし，赤ランプの時だけゴム

球を握る　

③最後に黄色の時にゴム球を握る　という形で指

示し，指示が明確に理解し，それを行為に移せ

るかを調べていった。

　このような実験をしながら，子どもの脳のタイ

プを調べていくのである。その際，日本体育大学

の野井氏は，「本研究で使用した go/no-go 課題に

対する誤反応数，中でも逆転分化実験における誤

反応数は，子どもの認知機能の発達傾向を捉える

のに有効であることを示唆しているともいえよ

う」（１）と述べている。

　元来，ヒトは５つの型の中でももっと幼稚な型

といえる「不活発型」からスタートし，加齢とと

もに子どもらしい「興奮型」の時期を経て，次第

に成人らしい「活発型」に移行していくと言われ

ている。（正木・守屋，1971：西條ほか，1981）

　それは，次のような形である。
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　正木の 1998 年調査の結果では，小学校入学す

る頃になっても，「不活発型」が 5～ 6 割にも達

しており，かつその後の推移をみても，男子では

なかなかこのタイプの子どもたちが減っていかな

い様子から「学級崩壊」と呼ばれているような事

象が起きてしまうのも，ある程度納得できるので

はないだろうか。こうした事象は，現在，ほとん

ど改善されないままで来ているといわれている。

その中で，幼児はどのようになっているのであろ

うか。特に，散歩をした日としない日では，脳の

タイプがどのように変わるのであろうか。

　小学校での実験結果はそろっているが，幼児に

おける状況を調べた調査は，まだなかった。そこ

で，板橋区紅梅保育園の協力を得て，「go/no-go 

実験」を実施してみた。何度もやっていくと，子

どもが実験に慣れてしまうことや，調査の日程調

整が難しいころから，4回のみの比較実験を行っ

てみることとした。
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（２）板橋区紅梅保育園の結果と考察

　保育園では，４歳児と５歳児にそれぞれ４回の

調査を実施した。その調査について，次のように

便宜的に分けてみた。

①２０１４年１０月２２日（水）散歩なし…１０１

②２０１４年１０月３０日（水）散歩あり…１０２

③２０１４年１１月２６日（水）散歩なし…１１１

④２０１４年１２月　２日（火）散歩あり…１１２

　また，それぞれの型を次のように分類した。

・１型ー不活発型　・２型ー興奮型

・３型ー抑制型　　・４型ーおっとり型

・５型ー活発型

　その全体結果が，次の表である。

 

この調査を通して，「お散歩は，前頭葉（心）の

発達を促す…」ということが改めて確認された。

２，「メラトニン分泌量調査」から見えてきたこと

　メラトニンは脳の松果体（しょうかたい）と呼

ばれる部分から分泌されるホルモンのことであ

る。体内時計に働きかけることで，覚醒と睡眠を

切り替えて，自然な眠りを誘う作用があり，「睡

眠ホルモン」とも呼ばれている。

　朝，光を浴びると，脳にある体内時計の針が進

み，体内時計がリセットされて活動状態に導かれ

る。また，体内時計からの信号で，メラトニンの

分泌が止まる。メラトニンは目覚めてから 14 ～

16 時間ぐらい経過すると体内時計からの指令が

出て再び分泌されるようになる。つまり，徐々に

メラトニンの分泌が高まり，その作用で深部体温

が低下して，休息に適した状態に導かれ眠気を感

じるようになっていくのである。

　このメラトニンは眠りを誘うほかに，抗酸化作

用によって細胞の新陳代謝を促したり，疲れを

取ってくれるために，病気の予防や老化防止にさ

まざまな効果を持つと考えられており，注目され
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ているホルモンのひとつである。

　メラトニンの様々な効果の中で，特に効果があ

ると言われているのが，次の３つである。

　　①鎮静作用（体温を下げて眠りを誘う働き）

　　②抗酸化作用（細胞を酸化から守る働き）

　　③性的成熟の抑制作用

　そこで，幼児期におけるメラトニン分泌につい

て，板橋区紅梅保育園の協力のもと，調査を行っ

た。唾液を使ったものであり，「メラトニン分泌

量調査」と言われるものである。その結果，次の

ようになった。

　

　これは，夜の９：００と翌日の登園前の朝に計

測したものである。どちらも，分泌量が非常に高

いとは言えないのだが，「前日に散歩なし」と「前

日に散歩あり」では，メラトニンの分泌量が違う

ことがわかる。前日に散歩した方が，明らかに夜

のメラトニン分泌が良く，しっかり眠れた段階で

保育園に来ていることがわかる。それに比べて，

前日に散歩しなかった方が，夜のメラトニン分泌

量が低く，その後朝方にかけて急激に上がってい

る。

　つまり，散歩しなかった時には，質の悪い眠り

になるだけでなく，朝にメラトニン分泌のピーク

が来るため，非常に眠い状態であることがわか

る。これで，午前中の保育活動にしっかりと入れ

るはずがない。

　適度な運動としっかりした睡眠時間の確保が，

非常に大事であることが，いまさらながらにわ

かってくる。

Ⅲ　一本橋渡りを通して，保育を見つめ直す

（１）「一本橋渡り」の取り組みから

　２歳児の事例で特に特徴的だったのは，一本橋

渡りの取り組みであった。そのことについて，簡

単に報告したい。
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　この「一本橋渡り」は，５月から取り組んでいっ

たものである。最初は，Ｔ子のように中心の線を

またいで二本橋のように渡っていた。しかし，９

月の運動会後，久しぶりに「一本橋渡り」をやっ

たところ，ほとんどの子が落ちてしまっていた。

保育士は，「これは，しばらくやらなかったから

ですね。」ととらえていた。しかし，ビデオを見

てみると，Ｙ子のように中心線を歩こうとしてい

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次の写真は，Y子である

下の写真は，T子である
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る子どもがたくさんいた。二本橋渡りの場合は，

足をズリズリと引きずって歩いても大丈夫である

が，Ｙ子のような歩き方をするためには，空中で

一瞬片足立ちになる瞬間が生まれる。この歩き方

の方が，はるかに難しいのである。

　つまり，子どもはしばらく練習しなかったから

出来なくなったのではなく，「前よりも質の高い

ものに挑戦するようになったから落ちるように見

えているのだ」ということである。このことを通

して，保育士が表面的はとらえ方を変え，量と質

との関係で保育の出来事をとらえるようになって

いった。

（２）足型の比較から

　次の足型は，（１）の二本橋渡りをしていたＴ

子のものである。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２歳 2ヶ月（11 月）　　２歳０ヶ月（９月）

　T子９月には，土ちふまずはできていなかった

のであるが，１１月になると，土ふまずが形成さ

れ，両足で立つバランスが良くなっていることが

わかるのではないだろうか。

　また，９月の足形は指が小指まではっきりと

映っていない。それは，指の力がまだ弱く，身体

を支えられないため，一本橋をうまく渡ることが

出来なかったのである。しかし，１１月には見事

に支えながら一本橋で歩く姿を見ることが出来る

ようになっていった。

Ⅳ　まとめとして

　乳幼児の子どもたちにとって，睡眠と覚醒のリ

ズムを正してあげることや，散歩などの運動を科

学的にとらえ，ホルモン分泌が出やすくする取り

組みをすることが大切であり，子どもたちの「メ

ラトニン分泌量」が，脳の発達に大きな影響を与

えるもわかった。

　あわせて，「量から質への転化」という保育の

新しい視点が大事であることも見えてきた。これ

からの保育は，科学的にとらえると同時に，小学

校への接続を様々な側面から考える状況になって

いる。

　簡単ではあるが，研究助成の報告書としたい。
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